
今年から始まった1大会2ヒート制。８大会中５大会
に用いられ、第２戦の富士がその初回となりました。
予選から決勝の２ヒートを通して使用出来るタイヤは
４本のみ。いつも以上にタイヤメーカーの性能差も問
われる、非常に注目度の高い戦いになりました！

『2019年はレースのルールが変わって4本のタイヤで2レースを走りきらないとポイン
トが取れないようになったので、事前のテストではしっかりタイヤを持たせて走れるよ
うにセッティングを行なってきました。

予選はしっかり一周をまとめることが出来ましたが7位に終わりました。
決勝の第1レースはポジションキープして最後まで走りましたが、タイヤの内圧が少し上
がり過ぎてしまったので、第2レースに向けて調整が必要でした。
第2レースはスタートが良く順位を上げましたが、周回を重ねるごとにペースが落ちてし
まい8位でゴールしました。

初めての2レース制を経験して次に向けての改善点が分かったので、しっかりと活かして
いきたいと思います。
応援ありがとうございました！』 蒲生尚弥

蒲生選手にとっての開幕戦。
ポイントはしっかりゲット！

Rd.2＠富士

“ヒート”とは??
1回のレースで勝敗を決めるのではなく、複数回のレースのトータルで決
める方式のレースにおいて、それぞれのレースを第1ヒート、第2ヒート、
第3ヒートという言い方をする。前のヒートの順位で次のヒートのスター
ト順が決まる。

クラブマンはまさかの展開に…



「予選は専有と同じ作戦でコースインし、アタック開
始。アウトラップからタイヤのグリップのピークを早
くするためにブレーキとアクセルを使いタイヤを温め
ました。
タイヤのグリップピークが来るアタック2周目ではA
コーナーで突っ込みすぎるミスをしてしまい、コンマ
3秒のロス。その後はミスはありませんでしたが、
トップ10には及ばず16位という悔しい結果となりま
した。
決勝で追い上げるつもりも1周目の1コーナーでク
ラッシュに巻き込まれ、マシンは全損してしまいまし
た。
本当に悔しく、悲しい結果になってしまい、スポン
サー様、応援に来て頂いた皆様には申し訳ない気持ち
でした。

開幕戦でも同じでしたが、予選でもう少し前なら今回
のようなクラッシュは無かったです。
開幕戦とは違い、大きなミスをしてしまった事で危険
な順位に落としたので、予選の集中力が足りませんで
した。まさか2戦目にして車を失うとは思ってもいま
せんでした。悔しくて仕方ありません。
期待して頂いた皆様には本当に申し訳ない気持ちで
いっぱいです。
必ず復帰をして、魅せるレースをしたいと思いますの
で、引き続き応援よろしくお願い致します。

「今回の富士は初の2ヒート制導入という事で若干緊
張ぎみのレースウィークでした。

木曜日の走り始めから決勝が終わるまで、なかなか上
手くセッティングが決まらず、予選決勝ともに大幅な
ポジションアップは狙えない状況ではありましたが大
きな接触もなく2ヒートとも順位を落とさず完走する
事ができました。

そして、今年のカラーリングをデザインしてくれた小
川輝空君一家が応援に来てくれて実車を見てもらう事
ができました。とても喜んでもらえて、レースを通じ
て人の輪が広がるとても良い企画だなと改めて実感し
ました。

次戦もマシンを傷つける事なくポジションアップを
狙っていきます。

蒲生選手
■予選：７位
■決勝第１ヒート：７位
■決勝第２ヒート：８位
■決勝正式結果：８位

坂選手
■予選：２３位
■決勝第１ヒート：２１位
■決勝第２ヒート：２１位
■決勝正式結果：２１位

勝木選手
■予選：１７位
■決勝：リタイヤ

result
Rd.２ ＦＳＷ

坂選手 勝木選手



太子店/檜本スタッフ

メカニック ＶＯ ＣＥ

① レースに参加した感想 ② 学んだこと ③ 店舗へのフィードバック ④ 今回経験した事を今後の仕事にどう活かすのか
⑤今後参加するスタッフや後輩に一言

初の２ヒート制で行われた今回の富士。
過密スケジュールの中を、今回の参加エンジニア２名も頑張りました！

① 決勝レース前に他クラスの決勝レースにて接触事故が発生したのを目の当たりにし、
タイムは当然大事ですが、自分が整備したクルマが事故なく無事レースを終えたことに
安心しました。店舗においても同じことになりますが、1つ1つの作業の大切さとまた
作業後の最終確認がいかに大切なものかを再認識でき良い経験になりました。

② 同じクルマでも、用途によって普段何気なく作業していることでも重大な役割を担っ
ていることがあるということを改めて実感し学ぶことが沢山ありました。

③ レースにおいてどれだけ協力できるかというチームワークが重要になると思いました。
またチーム内での情報の共有がどれだけできているかにもより作業性が変わってくるこ
とも実感できました。これは店舗においても同じことが言えると思うので、店舗全体の
チームワークを深めることによりお客様がより満足できる店舗になるのではとフィード
バックします。

④ レースとレースの間の限られた作業時間でどれだけ素早く確実な作業できるかが大切
になるのを再確認できました。これは店舗においても同じことが言えるのでお客様のク
ルマも自分の作業に責任をもち、確実で素早い作業をしていきたいです。

⑤ 普段、店舗でしている環境とは全く違うものになるので限られた設備、工具での整備
となります。ですので学ぶこと、得られることがたくさんあります。また考え方や取り
組む姿勢も変わりますので良い経験になります。参加される方は、ぜひ頑張っていただ
きたいと思います。

① 普段とは違った車両・環境で整備でき、レースに携わる方々との交流するこ
とで整備面だけではなく、人としても成長することができ、とても良い経験にな
りました。

② レース車両は細かくセッティングされている為、１つ１つの作業の重要性や
チーム内でのコミュニケーションの大切さと改めて学ぶことができました。

③ １台を複数のスタッフでチームとして整備したので、いかに効率よく正確に
作業できるかを店舗内で話し合うことで現場もスムーズに回り、お客様の満足に
つながるのではないかとフィードバック致しました。

④ 正確さ、効率の良さなど整備するにあたっての基本の大切さを再確認できた
ので、基本を忘れずに責任を持って整備することを心掛けます。

⑤ 店舗では経験できない緊張感があり、その時のレースでしか学べないことが
たくさんあると感じたので、何事も前向きにチャレンジして色々な経験を積んで
いったらいいのではないかなと思います。

VW宝塚/大久保スタッフ


















